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１　はじめに
　2007 年６月の改正教育職員免許法の成立に
より、2009 年４月より、教員免許更新制がス
タートした。教員免許更新制とは、「その時々
で、教員として必要な資質能力が保持されるよ
う、定期的に最新の知識技能を身につけること
で、教員が自信と誇りを持って教壇に立ち、社
会の尊厳と信頼を得ることを目的している」（文
部科学省）。受講者は、10 年ごとに、大学など
が開設する、「教育の最新事情」（12 時間）と「教
科指導、生徒指導その他の教育の充実に関する
事項」（18 時間）の合計 30 時間の講習が義務
づけされている。「教育の最新事情」では、「学
校を巡る状況変化」、「教員としての子ども観・
教育観についての省察」「子どもの発達に関す
る課題」、「子ども指導・援助の在り方」、「学習
指導要領改訂等の動向」、「教育改革の動向」、「さ
まざまな問題に対する組織的対応の必要性」、
「学校の危機管理」などの８つの細目が設定さ
れている。
　筆者は、小・中学校及び高等学校で保健室
に勤務する養護教諭を対象に「子どもの発達
に関する課題（心理学）」を担当する機会を得
た。日常的に子どもたちの心と体の様子や変化
にかかわっている養護教諭にとって、子どもの
発達を知ることは必要不可欠なことであるが、
スクールカウンセラーとして小中学校に携って
きた筆者にとっても、養護教諭の目から最近の
子どもたちはどのように映っているのかを探る
ことは意義あることであった。本論では、これ
までの臨床経験や文献、養護教諭へのインタ
ビューを通して、子どもの発達をライフステー
ジごとに概観するとともに、保健室から見た子
どもたちの様子について考えてみたい。
２　小学校低学年　
６歳という節目
　6 歳から 7 歳になる歳に、子どもは小学校に
入学する。6 歳という歳は子どもが幼児期を終
了し、学童期をスタートする節目の歳である。
たしかにこの時期になると、子どもは大きな変
化を迎える。その１つが体型の変化である。こ
れまでの丸みを帯びてぽっちゃりしていた体型
から、手足がすらりと伸びた細長型へと変わり、
それに合わせて幼児の面影を残すふっくらした
顔立ちから細長い顔立ちへとかわってくる。
　この体つきの変化に並行して、行動にも落ち
着きが出てくる。これまで数分もじっとしてい
られなかった子どもが、落ち着きを増して、着
席して人の話が聞けるようになる。友だちの話
に耳を傾けたり、先生の指示や禁止に従うよう
になる。また、この頃より免疫機能が一応の完
成をみせ、これまで熱を出して寝込んでいた子
どもでも、病気を繰り返すことが著しく少なく
なり、丈夫になったと親を喜ばせるようになる。
　精神面における発達も顕著である。ピアジェ
はこの時期を具体的操作期と命名したが、具体
的に理解できるものは、論理的操作を使って思
考できるようになる。数の基本的概念や高さや
重さでものを系列化することができるようにな
り、基本的生活習慣の自立やしつけも一通り完
成される。　
小１プロブレム
　小１プロブレムとは、幼稚園・保育園から小
学校に入学した子どもたちが、集団生活になじ
めず、授業中に歩きまわったり、友だちと歩き
回ったりして授業が成立しないなど、１年生の
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子どもに見られる特有の問題状況をいう。伸び
伸びとした幼稚園・保育園から、決まり事の多
い小学校へと学習環境が急激に変化し、子ども
が戸惑うことが原因とされる。また家庭や地域
によるしつけや養育力が低下し、子どもが精神
的に幼いまま学童期を迎えることも原因の一つ
と指摘する声もある。
　この問題を解決するには遊びを中心とした総
合的な幼稚園や保育園の学びから、教科を中心
とした小学校の学びへ、スムーズに移行するカ
リキュラム編成が必要だと指摘されている。ま
た入学時における子どもや保護者の負担を軽減
するために、入学以前に運動会や学芸祭などの
行事に参加して、小学生と交流を持つことも負
担軽減に効果があるといわれている。愛知県は
2005 年 3 月に、小学校教諭と保育士が十分に
お互いの指導内容を理解していなかった反省か
ら、幼児教育の意義や小学校以前にやるべきこ
とを一問一答形式にして同県のホームページに
記載した。「幼稚園や保育園では、なぜ遊びを
重視しているのか」など小学校教諭が抱く素朴
な疑問に対して「遊びには想像力が入るため、
学ぼうという意欲につながっていく」など紹介
している。
　小１プロブレムの解消には小学校と幼稚園・
保育園との職員同士の交流を基本としながら園
児や小学校児童が交流を持ち、保護者が安心し
て相談できる体制づくりが大切である。
３　小学校中学年
　小学校中学年は心と体の発達に伴って社会的
な変化が認められる時期である。身体および運
動の発達が顕著である一方、言葉による論理的
思考能力が発達して、知識の広がりをみせる。
また学校を中心とする友だち関係がより一層密
になり、自己評価の基準は友だちを通しての自
分評価へとかわっていく。
9歳の壁
　
　９歳の壁とは子どもが 9 歳前後の時期に出く
わす発達途上の問題点をいう。聾教育学者荻原
浅五郎は、聴覚障害児たちが小学校中学年の教
材をこなしていくのに強い困難を示すことが多
く、それを９歳の壁と呼び、それをどう克服し
ていくかが聾教育にとって重大な課題であるこ
とを強調した。その後，聴覚障害児に限らず、
子どもの教育において，この頃より学力不振や、
カリキュラムの進度についていけない子どもが
目立ち始めることが指摘され、広く子どもの発
達や教育上の問題としてこの語が用いられるよ
うになった。実際に学校の授業では、1・2 年
生で学んだ生活科が終了して、理科と社会がス
タートする。国語、社会、算数、理科、社会、
体育、音楽、図工、の教科がそろい時間数も長
くなる。新学習指導要領では国語・社会・算数・
理科・体育の授業時間を 6 年間で約１割増加す
るという。内容面にも変化がみられる。これま
で 4 年生で学習したローマ字が３年生から導入
され、漢字学習は３・4 年生が最も多く、1 年
間で 200 字の漢字を学習する。授業についてい
けない、学習不振児はこの頃より現れ始める。
友だちとの関係　　ギャング・エイジ
　小学校４年生から５年生にかけて、多くは
同性の同年齢児たちが閉鎖的な小集団をつく
り、強力なリーダーと集団の掟のもとで得意な
仲間遊びをするようになる。近くの公園で遊ん
でいた子どもがかなり遠方の公園に遊びにいっ
たり、子どもたちだけで大型ショッピングセン
図１． 幼稚園・保育園・小学校の連帯状況
文部省調べ、2007 年度
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ターに出かけて親をびっくりさせることもあ
る。この子ども同士のグループ形成は、家庭と
いう自分の位置が定まった環境を離れ、大人の
介入のない集団の体験が初めてなされることに
大きな意義がある。このような自律的な集団行
動の場で子どもは他者との関係のもちかたを学
び、子どもなりの自立心や自尊心、正義感が育
くまれる。
　一方で、グループの中での自分の位置をある
程度自覚するようになり、対人的な損得勘定や
リーダーへの支配と服従、友だちへの卑下や憐
れみ、自分に対する自己嫌悪なども起こってく
る。ギャング・エイジは、厳しい戦場なような
ところであるが、この厳しい体験を通して対人
関係の力を育てていく。臨床的にも、この時期
に同年齢児集団と交流が乏しかった子どもは、
これから迎える思春期において、対人関係に困
難を伴う傾向が認められる。子どもにとっては
無視できない通過儀礼的要因を含んでいる。
　
蒐集癖
　
　癖と蒐集癖は小学校中学年の大きな特徴であ
る。どのような行動にもすぐに癖になってしま
うなにかがこの時期にあるらしい。ではなぜ、
この時期に生じやすいのであろうか。
　杉山（2005）によれば、この時期は心身の急
激な成長期であり、子どもは自分自身の心身の
コントロールが大きな課題となる。このような
状況が、行動の抑制と賦活のアンバランスを招
きやすく、多動、チック、抜毛、爪かみなどを
生じやすく、またものにこだわる傾向を作り出
すのではないかと指摘している。
　人気のあるアニメーションのキャラクターや
カード集めに夢中になったり、人気のあるグッ
ズをほしがり、蒐集し始めるようになるのもこ
の時期である。また、びっくりするような集中
力を見せて、大人から与えられた課題を黙々と
取り組む姿を見ることがある。
　このような特徴を基盤にして、心因性の視力
障害や微視、巨視などの症状が非常に一般的に
認められていることが知られているが、これら
の問題は、治療的介入によって非常に速やかに
改善されていく。つまりこの時期までの子ども
は、操作性が強く、また信じやすいので治りや
すいのである。不登校にしても、小学校低学年
で多く見られる分離不安が、10 歳を境にほぼ
見られなくなり、不登校の形態も変わってくる。
さらに心の問題も、摂食障害を始め、不安神経
症、強迫神経症など、大人のものと類似の病態
像が見られ始めるようになる。
自己概念の形成
　自己概念とは、あなたはどういう人間ですか
と尋ねられたときに、私とはこういう人間であ
るとの答をいう。自分の性格や能力や身体的特
徴など、比較的永続的な自分の考え。自己概念
は、他者が自分に対して形成しているであろう
イメージによって形成されるので、鏡映的自己
ともいわれる。
　松田（1983）によると、学童期の自己意識の
発達は、次の三段階があるという。第１段階は
5 歳から 7 歳くらいまでの時期で、自己を身体の
一部とみなして、性別や容姿など外見的特徴が
重視され、内面的特性への視点はまだ目覚めて
いない。第 2 段階は 8 歳から 10 歳にかけての時
期で、このころより、自分自身を他者とは異なっ
た独自の存在であることを認識し始める。スポー
ツが得意であることや、人よりも背が高いなど
人から見られる自分に気づくようになる。第３
段階に相当するのは 10 歳から 12 歳のころであ
る。多面的な自己についての認識が可能となり、
他者の目からみた客観的な評価に伴って、自分
に対する否定的な見方が目立つ時期でもある。
　この自己意識の高まりは、自分自身を他者の
目を通して見つめる作業につながる。そして子
どもが自己を客体化し、客観的に認知できるよ
うになると、子どもに対する教師や友だちの判
断と子ども自身の自己評価がだんだんと一致す
ることが多くなる。この時期に、教師や友だち
から肯定的にみられていると認知している子ど
もは、やる気や自信の獲得を得ることができる
が、否定的な見方をされていると感じる子ども
は自己評価が低いものとなり、劣等感や自信の
喪失につながっていく。
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４　小学校高学年
　エリクソンは、児童期の発達課題は勤勉性の
獲得であるとし、対するものとして劣等感をあ
げている。勤勉性とは何事にもまじめに取り組
むことであり、それは勉強に限らず、スポーツ
や課外活動も含まれる。学校生活で大切なこと
は、勉強ができるできない以前に、学校生活が
楽しいか、楽しくないかの満足感に左右される。
　その意味からも教師の役割は大きい。教師と
良好な関係を形成し、持続することは大切であ
る。教師に愛着までとはいかないが、教師を信
頼し、また自分を好きになってもらえたと信じ
られることは、たとえ勉強ができなくとも、他
の面でがんばることができる。教師が自分に対
して敵対的でも無関心でもなく、大切な存在と
受け止めて肯定的に対応してくれれば、学校生
活は楽しいものと満足するであろう。
　そのくらい小学校の子どもにとって、教師が
親しめ、信頼できると思えることはとりわけ重
要であり、その後の勉強や学校への姿勢を決め
ていくであろう。　
学校での成績評価
　
　学校教育には評価が必ず伴う。たとえ明確に
つけなくとも、授業のやりとりの中でわかって
くる。テストの答案が返され点数がついてくる。
いつもいい点数を取れる子どもは、自分は勉強
ができると認識し、周りからも一目置かれる。
反対にできなかった子どもは、自信を失い自分
は馬鹿だ、勉強したって無駄という思いを抱く
かもしれない。中学生になって、その結果とし
て自暴自棄になる子どもがいても不思議ではな
い。成績をつけ、その結果として他の人と比較
することは、学校の在り方として避けることは
難しい。低学年では止めることができても、高
学年ともなれば子ども自身が比較するに違いな
い。
　大切なことは、その比較が勉強でのかかわり
すべてではなく、スポーツや読書や書道といっ
た勉強以外のものにもやりがいを感じとれるか
どうかである。勉強だけの評価で自己評価が下
がり、生涯劣等感を引きずってしまうことは、
その子どもにとって不幸なことである。そうな
らないためにも教師や親は、温かい目で子ども
を見守り、その子どもが自らの価値を実感して、
さらに高めようとがんばるよう援助しなければ
ならない。
５　中学生時代
　中学生時代は身体的発達がめざましく、心と
体が急激に変化する時期である。身体の発達加
速は生後１～２年と、中学時代がめざましく身
長、体重、胸囲などに顕著な成長がみられる。
また中学生時代は第２次性徴という性的発達が
急激に始まる時期である。
　この時期男子は、声変わり、ひげの発生、咽
頭の隆起、筋骨の発達によって男らしい体つき
になっていく。女子は、胸やお尻が大きくなり、
陰毛、声変わり、乳房の発達などが起こり、女
らしい体つきに変化していく。このような身体
の急激な変化は、大人の仲間入りをしたという
誇らしい気持ちを生じさせる一方で、不安や驚
きや恥じらいなどの情緒的反応を引き起こすこ
とになる。情緒的反応は劣等感や自己嫌悪を抱
かせる原因ともなり、いらいらしたり、喜怒哀
楽が激しくなる。親に対しても激しい嫌悪感や
不満が起こることがある。
　親への思いも複雑である。親から離れて自立
したいという欲求とまだまだ甘えていたいとい
うジレンマが生じる。疾風怒涛の時代、心理的
離乳といわれる背景には、こうした理由がある。
中１ギャップ
　
　中 1 ギャップとは、小学校から中学 1 年生に
なったとたん、学習や生活の変化になじめず不
登校になったり、いじめが急増する現象をいう。
新潟県教育委員会が命名した。同委員会の調査
では、ギャップの典型例は、コミュニケーショ
ンが苦手な生徒が小学校時代の友だちや教師の
支えを失うことから生じる「喪失不安増大型」
と、小学校でリーダーとした活躍していた生徒
が中学校で活躍の場を失ってしまう「自己発揮
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機会喪失ストレス蓄積型」であることがわかっ
たという。また、学習面でつまずく生徒が中学
１年生で急増することから、落ちこぼれを発生
させないことは必須条件である。勉強の仕方が
わからない、どうしてこんなことをしなければ
ならないのかと考える子どももいる。教科担任
制が馴染まない子どももいる。
　こうした現象を解消するために、中学教師が
小学校で出前授業をしたり、小学生と中学生が
合同で行事を開催したりなど、小学生のうちか
ら中学校の教師や先輩と親しんでもらう試みを
行うようになっているところもある。
　中 1 ギャップは小学校と中学校の生活面や学
習面の違いにより起こる問題のため、中学校だ
けで課題を抱え込み解決していくには限界があ
る。小学校及び地域全体が連携してこの問題を
取り組むことが今後ますます求められるであろ
う。
思春期と攻撃性
　先にも書いたが、第二次性徴が発現する中学
生時代は子どもの心と体は大きく揺れ動く。身
長・体重が急激に増加し、体格に顕著な変化を
もたらすのである。男子は骨格が張った男らし
い体つきになり、女子はいわゆる女らしいふく
よかな体つきになる。こうした身体像は、大人
の仲間入りをしたという誇らしい気持ちを生じ
させる一方で、これまでの身体像を打ち破るも
のであることから、不安や自己嫌悪、恥ずかし
さや不快感といったさまざまな情緒的反応を引
き起こす。
　精神分析学の創始者フロイトは、人は常に攻
撃的な存在であり、攻撃性を人間がもつ生得的
な本能欲求であると提言した。比較行動学者の
ローレンツも、強い子孫を残すため、種族の繁
栄と進化のためには攻撃本能が不可欠であると
した。
　中学生時代は意識的であれ、無意識的であれ、
自らの攻撃性との戦いの日々である。攻撃性と
いうと悪い響きに聞こえるが、闘争心につなが
るものであり、攻撃本能があるから競争が生ま
れ、人に負けたくないと頑張ることができる。
クラブ活動に打ち込む子ども、勉強でがんばる
子どもはいい意味での攻撃性を上手に発散して
いる子どもだ。
　問題となるのは、言葉や暴力、態度を用いて
人を傷つける子どもだ。悪い意味での攻撃性を
向けて人を傷つけてしまう子どもだ。ちょっと
したことに激しい攻撃性を向けてくる子どもが
いる。平穏でいられないのだ。ある者はそのい
らいらをクラスメートや教師に向ける。この時
期、いじめを経験したという生徒は多い。校内
暴力も中学校が一番多い。いじめられたものは、
クラスメートの突然の豹変ぶりに戸惑い友だ
ちがなぜ自分をいじめるのかと苦しむようにな
る。1994 年 11 月に、愛知県西尾市の中学 2 年
生の生徒が自殺した事件を忘れてはならない。
いじめは将来に深い傷跡を残してしまう。
図２． 不登校児童生徒数の推移
図３． いじめの認知件数の推移
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６　高校生
　高等学校は中学校での教育を基礎として、中
等教育および専門教育を施す学校であり、そこ
で学ぶものが高校生である。高校生は身体的に
は成熟した大人であり、外見的には大人を凌駕
してしまうものも多い。問題となるのは大人な
みに成熟した身体に対して、自分のさまざまな
欲望をコントロールする力が備わっているかど
うかということである。このことが高校生の性
の問題、喫煙、飲酒、薬物などと関連している
と考えることができる。
　高校生は悩みの多い時期だといわれる。自我
意識に目覚め「自分とは何者なのか」を追求し、
なかなか捉えられない自分に対して腹立たしさ
を抱く。自分と他人を比較し、劣等感や魅力の
なさ、意思の弱さに悩むときもある。
　その中でも進路は、重大な関心ごとだ。大学
受験が広き門になったとはいえ、特定の大学を
目指す高校生にとって、受験勉強は重く肩にの
しかかる。勉強に明け暮れ自分を振り返る余裕
もない。その一方で、勉強にとらわれず早々と
推薦入試で進路を決めてしまうものもいる。就
職するものもいるだろう。どちらがいいとは一
概に言えないが、自分の内面に目を向けること
は大切なことだ。
　エリクソンは青年期の発達課題はアイデン
ティティの確立であり、これが獲得できない
とアイデンティティが拡散して不安定になると
言っている。アイデンティティが確立している
人は、今の自分は過去によって作られ、過去の
自分は今の自分と連続していると考え、５年後
の目標に向かって今の苦しみに耐えることので
きる人だ。確立していない人は、過去の自分と
今の自分を受け入れることができず、将来に対
して非常に強い焦りを感じながらも現実の生活
において、長期的な展望が持てずに刹那的に時
間を浪費する人だ。中学生から高校生にかけて
心の問題が多く発生してしまうのは、こうした
発達上の問題が絡み合っている。以下に高校生
に見られる心の問題について概観する。
心の問題
　
１）対人恐怖症
　対人恐怖症とはひとりでいるときやごく親し
い人との間では問題がないが、人前にでると過
度に緊張状態が高まり、相手に軽蔑されるので
はないか、嫌われるのではないかと恐れ、対人
関係を避けようとする。対人恐怖症に対する誤
解は、人間嫌いだと誤解される傾向が強いが、
むしろ逆で親和的欲求は人一倍強い。たが溶け
込めないのである。１０代半ばに発症。男子に
多く、一過性から慢性的になり、日常生活に支
障をきたす場合が多い。病型としては視線恐怖、
赤面恐怖、体臭恐怖、醜貌恐怖などがある。半
知り状態の人を最も恐れ、親しい人にはいたっ
て普通である。多くのものは３０代になると自
然治癒していくが、一人悩んでいる高校生は多
い。
２）摂食障害
　摂食障害は思春期やせ症または神経性食思不
振症ともいわれる。思春期から青年期にかけて
発症し、女子に多くみられる。過食や拒食、隠
れ食いなど食行動に異常が生じ、嘔吐や下剤の
乱用、無月経であるにもかかわらず、エネルギッ
シュである。中には性的逸脱行為やリストカッ
トなど自己破壊的な行動化を伴うものもいる。
心理的特徴としては、次のような自己に関する
現実感の障害がある。
①自己の身体像に関する障害である。ガリガリ
にやせていても、痩せることが美しいこととい
う思い込みがあり、やせようと努力し続ける。
②自己の体と機能について自己所属感をもつこ
とができない。健康な人ならば、満腹感や空腹
感は、自分の体からくるものとして実感できる。
しかし摂食障害の人は、いくら食べても満腹感
を感じることができず、大量に食べては嘔吐す
るという習慣が出来てしまう。また、過酷な活
動を自分に課して行動する。
③自分の存在について慢性的な空虚感、無力感
がある。その寂しさを埋めるために異常な食行
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動へと駆り立てる。
　発症原因としてはさまざまな説があるが、生
来的な性格要因として、完璧主義者、強迫傾向
の強い人、手のかからない優等生タイプが多い
といわれている。幼少期からの母子関係に障害
があるともいわれ、子どものままでいて母親に
甘えたい気持ちと、母親から自立して一人前の
女性になりたい気持ちの、自立と依存の葛藤が
背景にあるといわれている。やせていることは
うつくしいことであり、価値があるという社会
的風潮も引き金になっていると考えられる。
３）高校退学者
　
　高校進学率が例年 9 割以上となっている現
在、すでに義務教育の様相を帯びている。その
一方で中退者も増加しており、平成 18 年の中
途退学者は 77027 人であり、中退率は 2.2％で
あった。友だちとうまくやれない、授業がおも
しろくない、ついていけない、不本意入学だっ
たなど理由はいろいろあるが、退学後の道はき
びしい現実がある。
４）統合失調症
　青年期に発症する精神疾患の中で、統合失調
症は最も重要なものの一つである。発症の原因
は依然不明であるが、遺伝的要因と環境的要因
が密接に絡み合って発症すると言われている。
病気の特徴としては
① おもに青年期に発症する　
② 長い治療を要する　
③ 再発しやすいなどがあげられる。
症状としては、不眠、抑うつ、倦怠感、集中力
の低下などがみられ、こもりがちとなるが、本
人は病気であることを自覚していないことが多
いため、治療に対して消極的である。幻覚、妄
想、幻聴がみられたり、昏迷状態や支離滅裂思
考になるときもある。こうした状態は家族にも
理解されにくく、過干渉になったり本人に拒絶
的になる場合もある。このような家族の対応が
本人の焦りや不安を高めて、混乱をきたし悪循
環に陥るというケースもある。治療の基本は向
精神薬による薬物療法と、自閉的な生活をさせ
ないための生活指導的療法ならび本人への心理
療法である。治療の中断により再発することが
多いため、治療を継続するよう働きかけること
が大切である。
７　保健室からみた気になる子どもたち
　
　最近の保健室は、生徒の利用を制限的に運営
している例外的な学校を除けば、お昼休みや休
憩時間になると子どもたちは大変な賑わいをみ
せている。腹痛やけがを訴える子、悩みや不安
を相談する子、先生の顔を見に来る子、他愛な
いおしゃべりで自分の思いを訴える子など、実
に多彩である。訪れるのは子どもたちばかりで
はない。担任教師たちは、クラスの子どもの様
子について相談したり、自らの心身の不調の折
に保健室を訪ねたりする。また保護者や卒業生
が、体や心の相談に直接訪れたりもする。
　養護教諭は、保健室を訪れるこうした子ども
や教師、保護者とかかわりながら、そのクラス
の様子や同僚の様子、家庭の様子をかいまみる
ことになる。以下に保健室からみた気になる子
どもたちの様子について、考えてみたい。
育ちそびれと思わる子ども
　小１プロブレムという言葉が聞かれるよう
に、小学校に入学するまえに身につけておかな
ければならない多くの事柄について、未学習、
誤学習、不足学習である子どもが目立つように
図４． 高等学校中途退学者数の推移
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なった。普通に指示したことが伝わらなかった
り、誤って覚えているので直すのに大変だった
りする。手のかかる子どもが増えてきたという
現場からの声が聞かれるようになった。保護者
と教師が連携して、幼児期の育てなおしをしな
ければならないようだ。
かまってほしい、かかわってほしい子ども
　子どもの出生率が低下し、両親に子ども一人、
もしくは二人兄弟という家族構成が主流となっ
た。少なくなった分、十分に手をかけて育てら
れたと推測されるが、かまってほしい、かかわっ
てほしいという子どもが多い。たいした傷でも
ないのに、“痛いの、バンドエイドを張って”
という。興奮した面持ちで一気にその日の出来
事を話す子もいる。たわい無い話をして、元気
になって教室に戻って行く子どももいる。かか
わりを求めて来室する子どもは多い。
言語化できない子ども
　自分の感情や体の状態を言葉で表現できない
子どもが見られる。保健室に入ってきた第一声
が“寝かせて下さい”で、どうして休まなけれ
ばならないのか説明しない。同様のことが大学
生にも見られ、授業中であるにも関わらず何も
言わずにトイレに行き、悪びれた様子もなく事
を済ますと座っている。きちんとコミュニケー
ションを取ればいいものを、面倒くさいのか、
習慣がないのか言葉で表現しない。そういう子
どもが多くなったような気がしてならない。
生活のリズムが崩れている子ども
　眠りたいから眠って、起きたいときに起きて、
食べたいときに食べて、食べたくなかったら食
べないという、生活のリズムが崩れている子が
見られる。月曜日の保健室は内科的な訴えで多
くの子どもが来室する。土・日曜日の家庭生活
の疲れをそのまま引きずって登校するので、月
曜日は学校全体が落ち着かない。
さびしくてたまらない子ども
　人との関係が築けず、人に対して信頼を持つ
こともできず、本音も話せない、さびしくてた
まらない子どもがいる。関係性が希薄になった
分、言葉で訴えることが少なくなり、人に対し
ての共感性も減ってきた。そういう子どもはさ
びしくて、お腹が痛い、頭痛がすると訴えて、
週に何度か来室する。
家庭の経済状況の厳しさを背負う子ども
　今日の不況の煽りを諸に受けて、家庭の経済
状況の厳しさを背負う子どもが増えてきた。生
活保護を受けている家庭、就学援助を受けてい
る家庭は年々増加傾向にある。父親がリストラ
されて授業料が滞っている子ども、熱が出ても
母親が厳しい労働条件の派遣社員であるため、
迎え来てもらえない子どももいる。
８　子どもたち、その背景
　
希薄な親子関係
　親子に必要なコミュニケーションが成立して
いない家庭が多く見られる。共働きで仕事に追
われて情緒的なかかわりがほとんどないとか、
子どもは子ども、私は私と妙な割り切りがあり、
半ば放任状態の家庭がある。母子家庭で二人き
りなのにその二人の間すら会話がないという家
庭もある。このような家庭で育った子どもは、
言葉で表現することが苦手で、円滑なコミュニ
ケーションをとることができない。
親も不安を抱えている
　だれでも幸せな結婚をしたいと願う。愛す
る人の子どもを生んで家族を作りたいと願う。
2008 年の婚姻数は 73 万 1,000 組、離婚数は 25
図５． 生活保護の保護率の推移（０～ 14 歳）
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万 1,000 組、2 分に１組の割合で離婚している
（厚生労働省）。離婚が子どもに与える影響は
計り知れない。どこか沈んで元気がない。離婚
までにはならなくとも、安定感に欠ける夫婦は
多い。健気ながんばりやさんが結婚して親とな
り、どこかで無理がきて夫婦間のコミュニケー
ションにズレが生じて、夫婦関係が冷え切って
しまったというケースによく出会う。精神的な
未熟さを抱えたままで親になって破たんしてし
まったケースもある。そのはけ口を子どもに向
けて、八当たりしたり、虐待へとつながってい
くケースもある。子どもに不必要な不安を与え
て暗い影を負わせてしまう。
信頼のおける人がいない
　愛着（アタッチメント）という言葉がある。
愛着とは子どもが特定の人間との間に形成する
愛情の絆をいう。子どもにとって人生最初の愛
着対象は母親である。母親は乳をあげおしめを
替えたりしながらわが子と濃密で情緒的なかか
わりを形成していく。子どもはこのやりとりを
通して母親に対する信頼感を獲得していく。母
親だけではなく、父親も祖父母も信じられる人
であることを学んでいく。生涯にわたって、子
どもが人間社会に適応的に生きていくうえで、
愛着というものが、その基礎にあるものである
とすれば、すべての子どもの発達課題は人に対
する信頼感だといってよいであろう。
　子ども同士の会話でよく聞かれる言葉に、う
ざい、むかつく、あり得ない、やばい、死ねと
いうことばを耳にする。友だちが自分と少し違
うことをしただけで、裏切られた、誰も信じら
れないという。これらの言葉を聞くたびに、こ
の子が信頼できる人はだれなのであろうかと考
えてしまう。人に対する信頼感を獲得出来てい
る子どもはそう簡単にこれらの言葉を口にしな
い。
格差社会の広がり
　文部科学省は 2008 年に実施した全国学力テ
ストの公立 6 年生の結果について追加調査し
た。それによれば、保護者の年収が高いほど子
どもの学力が高いとする調査結果を報告した。
年収 1,200 万円以上では、国語、算数とも正答
率が平均より８から 10 ポイント高く、200 万
円未満は逆に 10 ポイント以上低かった。公教
育をめぐり低所得者層の支援があらためて課題
となりそうである。結果によると、知識の活用
力を問う算数Ｂの平均正答率は年収による差が
最も大きかった。年収が高いほど塾など子ども
の教育費に投資するため、差が生じたと分析し
ている（文部科学省 2009 年 8 月）。子どもの教
育にも間違いなく格差が広がっているようであ
る。
９　おわりに
　最後に養護教諭に求められるものを列記して
結びとしたい。
保健室は心のオアシス
　保健室は子どもにとって、心のオアシスのよ
うなところである。病気やけがをしたときはも
ちろんだか、食事のこと、友だちことや勉強や
塾の相談など、学校生活を円滑に過ごすための
あらゆる相談に応じてくれる。子どもが保健室
に来室するときは、何らの心と体の不調を訴え
ているときである。それはとても微妙で、表面
上はわからないことかもしれない。心が弱く
なったときは、やさしい言葉かけや親切な対応
で子どもの心は癒されていく。元気になって教
室に戻っていく。保健室は子どもにとって心の
オアシスのようなところだ。
図６． 児童相談所における
　　  児童虐待相談処理件数
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体のかかわりを通して、子どもたちの心をひ
らいていく
　お腹が痛い、頭が痛いと身体的な訴えで、子
どもたちは保健室を訪れる。養護教諭はお腹を
さすったり、額に手を当てて熱があるかどうか
確かめる。養護教諭が触ってくれた手はとても
温かくて、子どもたちはその感触をいつまでも
覚えている。本気で心配して看護してくれるそ
の姿に、頑なだった心は徐々に解き放されてい
く。養護教諭の最大のメリットは体のかかわり
を通して子どもの心をひらいていくことだ。中
学生ともなれば、親でさえも子どもは体を触ら
れることを嫌がる。男性教師がうっかり触るも
のなら、セクハラだと勘違いされ誤解されるこ
ともある。ひとりひとりを温かく、受容的な態
度で受け入れてくれる養護教諭に子どもたちの
心はひらいていくのだ。
保健室は心と体のセンター的役割　　　
気楽に来室できることが一番
　保健室は心と体のセンター的役割を果たす場
所である。病気や怪我を改善したり、心の問題
を相談したり考えたりする場所である。子ども
だけでなく、教師や保護者も訪れる。教師は自
らの不調を訴えて相談したり、保護者は担任教
師には言えない内科的訴えで直接相談に訪れた
りする。学校内で手におえないケースに対して
は、スクールカウンセラーや校医を紹介して、
多角的に解決を試みている。つなぐだけではな
く発信もする。健康教育や子どもの様子を教師
や保護者や地域に伝え、広めている。情報を発
信するには、気軽に来室できることが大切で
ある。敷居が高くては、子どもの様子もわから
ないし、一方的な発信で終わってしまう。気軽
に来室できるメリットを生かし、心と体のセン
ター的役割を担ってほしい。
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